







































史 の 再 検 討 の た め に J
第 83 ＠ ］ 例 会 （ 2014 年 12 月 初 日 、 会 場 ： 大 阪 大 学 豊 中 キ ャ ン パ ス 文 法 経 本 館 2 階 大 会 議 室 ）
大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 － 大 学 院 生 に よ る グ ル ー プ 。 報 告
大 上 幹 広 仰 木 史 学 M l ) ・ 郡 宇 浩 （ 東 洋 史 学 M l ) ・ 下 岸 廉 （ 東 洋 史 学 M l ） ・ 檎 垣 朔 （ 西
洋 史 学 M l ） ・ 山 崎 達 哉 （ 共 生 文 明 論 M 2 ）「 16 ～ 17 世 紀 の 東 ア ジ ア 世 界 と 箪 事 商 業
政 権 一 一 織 豊 政 権 を 中 心 に j
釜 谷 周 子 （ 日 本 史 学 M l ) ・ 小 林 基 （ 人 文 地 理 学 M l ) ・ 中 井 勇 人 （ 東 洋 史 学 M l ) ・ 演 田
恭 幸 （ 日 本 史 学 M l ) ・ 榔 絹 子 （ 層 際 公 共 政 策 研 究 科 M l ) 「 第 一 次 世 界 大 戦 と 日 本 の
植 民 地 一 一 帝 国 日 本 総 力 戦 体 制 へ の 道 の り j
油 井 大 三 郎 （ 東 京 女 子 大 学 現 代 文 化 学 部 教 授 ） 「 高 等 学 校 の 歴 史 教 育 改 革 一 一 今 後 の 課 題 J
第 84 回 例 会 （ 2015 年 1 月 17 日 、 会 場 ： 大 阪 大 学 豊 中 キ ャ ン パ ス 文 法 経 本 館 2 階 大 会 議 室 ）
猪 漂 達 生 （ 大 抜 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 博 士 後 期 課 程 学 生 、 日 本 学 術 振 興 会 特 別 研 究 員 ） 「 宮
官 研 究 の 現 在 ・ 過 去 ・ 未 来 一 一 中 国 の 事 例 を 中 心 に j
中 村 翼 （ 大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 助 教 ） 「 東 ア ジ ア 海 域 交 流 史 と 日 本 史 の あ し
日 本 史 上 の 「 中 世 J を 中 心 に j
第 85 回 例 会 （ 2015 年 3 月 14 悶 、 会 場 ： 大 阪 大 学 豊 中 キ ャ ン パ ス 文 法 経 本 館 2 階 大 会 議 室 ）
『 市 民 の た め の 世 界 史 』 合 評 会 Part I  
第 1 部 書 評
(1) 佐 藤 正 幸 f英 文 書 評 を 書 く こ と で 見 え て き た 日 本 型 世 界 史 教 育 の 特 徴 j
(2 ） 中 村 征 樹 （ 大 阪 大 学 金 学 教 育 推 進 機 構 准 教 授 ） 「 科 学 技 術 と 社 会 の 視 点 、 か ら 考
え る 世 界 史 教 育 j
(3 ） 川 島 啓 一 （ 同 志 社 中 学 校 ・ 高 等 学 校 教 論 ） 巾 市 民 の た め の 世 界 史 』 を 高 校 世 界
史 の 授 業 に 導 入 し て 一 一 生 徒 の 反 応 と こ れ か ら の 課 題 J
第 2 部 討 論
執 筆 者 か ら の 応 答 ・ 大 学 で の 授 業 実 践 報 告
総 合 討 論
教 員 組 織 ’ 学 会 ・ 富 治 体 と 連 携 し た 活 動
全 器 歴 史 教 育 研 究 協 議 会 第 55 間 研 究 大 会 （ 大 阪 大 会 ） (2014 年 7 月 30 日 ～ 8 月 1 日 、 会 場 ：
大 阪 国 際 交 流 セ ン タ ー ）
＊ 本 共 同 研 究 メ ン バ ー の 秋 田 茂 が 7 月 31 日 に 「 1930 年 代 の ア ジ ア 菌 際 秩 序 一 一 ー 大 抜 か ら 考
え る 世 界 史 j と 題 す る 記 念 講 演 を お こ な っ た 。






































トをあてた「自本と世界が出会うまち・堺 2014Jプロジェクトを実施し、 2014年9月 15
日に研究発表・講演会を開催した（会場：サンスクエア堺ホーノレ）。
＊本共同研究代表の桃木至朗が r市民のための世界史Jを堺から発信する」と題する講演
をおこなった。
＊本共同研究メンバーの後藤敦史が中学生・高校生による研究発表の審査を担当した。
2014年度立命館附属校教科研究会社会科公開授業 f大学鮒属校における教育と麗史研究J
(2014年1月21日、会場：立命館中学校・高等学校）
＊本共同研究代表の桃木歪朗が「新しい歴史教育と＜市民のための世界史＞Jと題する記
念講演をおこなった。
科研「市民的教養のための震史学一一園際比較研究一一J公開シンポジウム「歴史的教養
とは伺か一一大学における歴史教育の薪たな展開をめざして一一J(2015年2月21臼、
会場：東京大学駒場キャンパス）
＊本共同研究代表の桃木玉三朗が「現代日本における大学教養教育とそこでの世界史の位量J
と題する基調講演をおこなった。
科研費基盤研究（B）「産史教育におけるジヱンダ一視点の導入に関する比較研究と教材の
収集及び体系住j研究会『壁史を読み替える一一ジェンダーから見た邑本史』合評会（2015
年3月1日・2司、会場：大阪大学豊中キャンパス）
＊本共同研究代表の桃木玉三期がコメンテーターおよび話題提供者として参加した。
＊本共同研究メンバーの成田龍一と小浜正子がコメンテーターとして参加した。
立教大学文学部史学科主催公開シンポジウム f高校世界史教科書記述・再考 研究者の視
点からJ(2015年3月4日、会場：立教大学池袋キャンパス）
＊本共同研究代表の桃木至朗が f新しい世界史叙述と歴史学入門を目指して一一一阪大史学
系の取り組みからj と題する基調講演をおこなった。
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